
う

ま

よ

せ

新
潟
・
馬
寄
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
加
茂
市
大
字
加
茂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
加
茂
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
秀
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
迫退
物
包
含
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
前
期
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

馬
寄
遺
跡
は
、
加
茂
市
街
地
に
近
接
し
た
扇
状
地
端
部
の
低
地
に
立
地
し
て

い
る
。
本
遺
跡
周
辺
部
に
は
、
古
墳
―
平
安
期
の
遺
跡
が
多
数
存
在
す
る
。
今

回
の
調
査
は
、
民
間
開
発
に
伴

い
約

一
万
ポ
を
対
象
に
行
な
わ

れ
た
確
認
調
査
で
あ
る
。
約
二

ｍ
×
五
ｍ
の
試
堀
坑
を
任
意
に

設
定
し
、
約

一
二
〇
ド
の
調
査

を
行
な
っ
た
。
明
確
な
遺
構
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
表

下
約

一
。
二
ｍ
の
暗
青
灰
色
粘

質
土
層
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期

の
上
師
器
が
多
量
に
出
土
し
た
。
木
簡
は
、
地
表
下
約
四
Ｏ
ｃｍ
の
と
こ
ろ
か
ら

出
土
し
た
が
、
古
墳
時
代
後
期
１
近
世
の
遺
物
を
若
干
含
む
層
で
あ
る
こ
と
、

同

一
試
堀
坑
で
の
共
伴
遺
物
が
な
い
こ
と
か
ら
、
時
期
を
特
定
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
「
＜
　
　
□

□
□
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｇ
Ｉ
］巽
卜
愚

赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
読
解
を
試
み
た
が
、
四
な
い
し
は
五
文
字
の
墨
痕

が
認
め
ら
れ
た
の
み
で
、
釈
読
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
形
態
か
ら
、
付
札
木

簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

解
読
に
際
し
て
は
、
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（伊
藤
秀
和
）

(加茂・新津)




